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は
ん
げ
し
ょ
う

７
月
１
日
は「
半
夏
生
」で
、

田
植
え
の
終
え
る
節
目
と
さ
れ

た
雑
節
で
す
。

七
十
二
候
で
は
、
「
は
ん
げ

し
ょ
う
ず
」
と
読
み
ま
す
。

か
ら
す
び
し
ゃ
く

半
夏
は
、
「
烏
柄
杓
」
と

い
う
雑
草
の
こ
と
で
す
。
不
思

議
な
草
で
、
蛇
か
舌
を
出
し
た

よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

茶
花
に
同
じ
名
の
花
が
あ

り
、
こ
ち
ら
は
「
半
化
粧
」
と

書
く
よ
う
で
す
。
葉
っ
ぱ
の
半

お
し
ろ
い

分
だ
け
が
、
白
粉
を
塗
っ
た
よ

う
に
真
っ
白
に
な
る
花
で
す
。
し
ょ
う

７
日
は
二
十
四
節
気
の
「
小

し
ょ暑
」
で
、
七
夕
で
す
。

小
暑
の
「
花
信
風
」
は
、
ゆ

り
、の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
、は
す
、

で
す
。

一
茶
の
句
は
、
昼
寝
か
ら
拾

み
じ
か
よ

い
ま
し
た
。
短
夜
で
、
こ
の

頃
は
昼
寝
を
し
ま
す
が
、
田
に

出
て
働
く
人
に
感
謝
し
て
、
心

で
は
拝
ん
で
い
ま
す
。

（
文
・
宮
川
洋
一
）

イチョウは“裸子植物”と知っていても理解しにく
いですね。そこで全割面を作成してみました。
写真は、柄の先に２個の種胚を露出して付けた銀

杏です。１つは受粉して種子（可食部）を形成しつつ
あり、右上は受粉できなかった種子の素です。
種子を包む果肉は無く、三層に分化した果皮の外

層は、皆に嫌われる“臭い果肉もどき”、中層は“硬い
殻”、内皮は種子を被う“茶色の薄皮”に発育します。
不思議な構造ですが、確かに裸子ですね！

半夏生 （７月１日～７月６日）
・７月１日 半夏生
・７月７日 小暑、七夕
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九
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八
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二
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北信ローカル 7月1日掲載

ら

し

「
裸
子
の
い
わ
れ
」

北
村

豊

（
小
布
施
町
栗
ヶ
丘
）

73種皮外層

種皮中層

種皮内層

未受粉の胚珠

【
七
十
二
候
】

種子受粉した
胚珠

田
の
人
を
心
で
お
が
む
昼
寝
哉

一
茶
（
八
番
日
記
）


